
18 1st 16

12 2nd 11

18 3rd 23

17 4th 25

● 0 OT 0 ○

4 × 12 0 6 0 4 4 × 20 0 10 0 0
5 × 0 0 0 0 0 5 × 28 0 14 0 0
6 × 17 0 7 3 4 6 × 8 0 2 4 2
7 × 6 1 1 1 1 7 × 4 0 2 0 5
8 × 23 0 11 1 2 8 DNP 0 0 0 0 0
9 DNP 0 0 0 0 0 9 × 10 0 5 0 2
10 DNP 0 0 0 0 0 10 DNP 0 0 0 0 0
11 DNP 0 0 0 0 0 11 DNP 0 0 0 0 0
12 ／ 7 1 1 2 0 12 DNP 0 0 0 0 0
13 ／ 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0
14 DNP 0 0 0 0 0 14 ／ 5 0 2 1 0
15 DNP 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0
16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0
17 ／ 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0
18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0
監督 0 監督 0
コーチ 0 コーチ 0

65 2 26 7 11 75 0 35 5 9

千　葉

香川県中学校体育連盟　バスケットボール専門部

番号

小前　宏史

見﨑　菜摘
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【戦　評】
　１Ｑ、昭和学院はオールコートプレスからの２－３ゾーン、常葉学園はハーフのマンツーマンＤｅｆでスタート。両チームと
も開始時は堅さが見られたが、昭和は＃８のインサイドからの得点、常葉は＃４の高さを活かし、インサイドでの得点を
重ねる。昭和１８－１６常葉で終了。２Ｑ、常葉は速攻からの得点を重ね、逆転に成功。しかし、残り４分頃から外の
シュートが外れ出す。それに対し昭和学院は＃８のＯｆｆリバウンドからの得点や＃７の連続得点で再逆転に成功。昭和３
０－２７常葉で前半を折り返す。
　３Ｑ、両チームともＤｅｆは変えずにスタート。昭和は＃８のインサイドや＃６のドライブ、常葉は＃５のドライブや＃４の高
さを活かした攻めで、どちらも手堅く得点を重ねる。常葉は＃４のインサイドの攻めで連続得点を重ね、突き放しにかか
るが、３Ｑ終了間際、昭和の＃７が３Ｐを決め２点差につめ寄る。昭和４８－５０常葉で終了。４Ｑ、常葉は３Ｑと同様、＃４
の高さを活かしたＯｆｆと速攻で得点を重ねる。昭和もゴール下まで攻めるが、得点が徐々に決まらなくなる。残り３分、常
葉がアンスポーツマンライクファウルをもらったことを皮切りに流れは常葉へ。ボールマンへのプレッシャーがきっちりか
かり、スティールからの速攻で確実に点を決める。昭和も３Ｐで反撃を試みるが、届かず。速攻と高さを活かした常葉が７
５－６５で勝利した。

【戦評記入者】 秋山　貴裕

芦川　尚子

昭和学院

大蔵　彩加
西江　瑠加也ワリペ

反則ＦＴ３Ｐ ２Ｐ

飯田　蒼未

出場

佐々木　清夏

山田　楓

北村　音緒

静　岡

渡辺　ひとみ
鈴木　かりん

曽根　萌生

選　手　名　前２Ｐ

山口　郁実木下　茜
山㟁　楓

山下　莉世
池見　碧衣

渡邉　恵梨

梶村　明也乃

樋口　茜

得点

野本　陽香

一関　智子
佐野　温香

【得点経過】

平成26年度全国中学校体育大会
第44回
全国中学校バスケットボール大会

丸亀市民体育館

平成26年8月23日(土) 12:10

第３試合Aコート

大会名

日　時

会　場

コート

予選リーグ　I

常葉学園75

Team Ｂ

工藤　由佳

寺島　慶子

(北海道)

65

女

(石　川)

カテゴリー

ダリング　杏奈
保坂　渚

杉山　もえ
保坂　悠月

主　審

Team Ａ

副　審

常葉学園

松尾　響

昭和学院 Team Ｂ

【ＢＯＸスコア】

Team Ａ

鈴木　夢乃
宮城　朋佳

山地　菜月

佐野　美空

番号 得点 ３Ｐ選　手　名　前 出場 ＦＴ 反則

渡邉　侑季
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